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徐 譯濡 1 )   栗本佳典１） 河野誠二１） 菊池信二１） 

西 将隆１） 吉川奈菜子１） 富田知子１）  

抄 録 

美容師免許取得後、専攻科の 2 年間の授業を通して修得した技術などを総集し、「美容芸術研究」の修了研究

として制作した作品を紹介する。1 年のデザインの演習授業において選択したアール・ヌーボー様式をコンセプ

トの基盤にして、生命力をテーマとし、花や湧き立つ曲線をイメージ表現したティアラを制作した。実際にモデ

ルを用いて作品づくりをし、撮影も行った。 

 

キーワード：アール・ヌーボー、生命力、花、華やかな、美容、写真作品 

 

I. はじめに 

芸術専攻授業「美容芸術研究」の修了研究として制

作した作品である。この作品の作成は 1 年次でデザイ

ン様式を学び、アール・ヌーボーもしくはアール・デ

コを選択し、その上でテーマの設定をした。そのうち

アール・ヌーボー様式を選択し、生命力をコンセプト

にデザイン制作を行った。そのデザインに対しより具

体的に人体へのアプローチを行うためにヘア、メイク

としてのデザインを行い、ヘッドピース造形、完成作

品の撮影までが作品制作となった。人体モデルを採用

し、衣装はファッション学校の ESMOD JAPON にご

協力をいただいた。衣装はロココ様式を彷彿とさせる

ものだが、モダンさと優雅さを併せ持ちながらも、人

体から湧き出すような生命感を持っている。衣装から

のインスピレーションにより、作品の印象を明確にす

ることができた。 

 

II. 作品紹介 

古代から現代にいたるまで、頭部の飾りは大切にさ

れている。頭部の装飾は自分の好みを直感的に表すこ

とができる。私の作品は、主に中国の古代宮殿のティ

アラからインスピレーションを得ている。華やかで大

きなティアラは人間の地位を表すこともできる。 

この作品は、中国の戯曲の頭飾りを参考にして、繊

維などの材料を組み合わせて復層的な花の形をデザ

インした。左右対称と規則的な曲線を使って、透かし

彫りと立体感をつくり出した。また、鮮やかな色をさ

まざまに組み合わせて、装飾的に仕上げた。 

   作品の制作方法は、まず針金を花弁の形に曲げ、

そこに色のついた毛糸を巻きつけて花びらを一つひ

とつつくり、それらを組み合わせて、大小の真珠で装

飾した。同時に、真珠を花の形にして、より「花」の

モチーフのイメージを出すようにした。デザインのメ

インカラーに青を使ったことで、服に合わせやすく、

生き生きとした印象を与えることができた。緑色の部

分は葉を表し、オレンジと黄色の鮮やかな色を加えて

派手な花を表現した。異なる色を利用してティアラ全

体の豊かさを表現し、デザインがより直感的で立体的

になった。ティアラの背後に色のネットを使って絹の

ような蝶の羽の形を編み出し、頭の上で踊っているよ

うに工夫し、生き生きとした表現にした。 

制作で最も難しく時間がかかったのは、針金で花弁

をつくることだった。正確に針金の長さを測り、左右

対称で同じ弧を描く花びらをつくった。 

また、針金には弾力があって糊ではつかないので、両

端を毛糸で結んで固定した。 

制作で最も難しく時間がかかったのは、針金で花び

らの形をつくることだった。正確に針金の長さを測り、

左右対称で同じ弧を描く花びらをつくった。 
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モデルへの装着も重要な部分で、ある程度の快適さ

が必要だ。帽子の形に針金を巻きつけて綿を詰め、非

常に小さな枕をクッションにして快適になるように

した。その工夫から、モデルは不快に感じることはな

かったことを確認した。衣装は精緻な模様が複雑に

入った全体的には淡いブルー系のドレスで、背景はシ

ンプルに調和を考え、ブルー系にした。ティアラも衣

装も華やかなため、ポーズは激しい動きのない、お店

のショーウインドーの人形のようにただ立っている

だけの静寂なポーズにした。撮影の一日はとても忙し

かったが、本当に忘れられない一日となった。完成し

た作品はとても気に入っており、想像していたとおり

にできた。試行錯誤も多く、次のステップに進む度に

新たな課題が出てきたが、一回一回失敗しては成功し

ていくのが楽しかった。 
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タイトル：Brilliant Growth 

繊維、針金、毛糸、ピン、その他 


